
●人口 13,887人（前月比＋ 37人） 男 6,969人（＋ 46人）

（前年比＋ 20人） 女 6,918人（ー 9 人）
●世帯数 3,952世帯前月比（＋ 56世帯）

平成19年3月末現在の

人口の動き
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弁天潟さくらまつり 弁天潟さくらまつり 弁天潟さくらまつり 
町制施行30周年記念 

４月８日（日）弁天潟風致公園において『弁天潟さくらまつり』
が開催され約2,000名の皆さんにご来場いただきました。
桜は咲き始めでしたが、イベントステージでは太鼓の演奏や

よさこいの踊りなどでまつりに花を添えにぎわっていました。
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平成19年度 聖籠町役場 機構図・職員配置図

聖籠町の新体制
聖籠町の職員

組織機構改革を行いました
・農業委員会事務局長を産業観光課長が兼務します。
・町長部局に国体推進室を新設し平成21年の国体開催に向けての体制を整備しました。
・地方自治法の改正により、4月から助役は副町長へ職名が変更され、特別職の収入　
役制度は廃止となり一般職が会計管理者として収入役の業務を行っております。

188名188名

主
な
業
務 

 

係
長
・
主
幹 

　   

主
　
任 

　
　 

主
　
事
　
　
用
務
・
運
転
員 

総
務
課 

　
課
長
　
加
藤
　
健
二 

　
補
佐
　
石
崎
　
昭
衛 

　
補
佐
　
伊
藤
サ
チ
子 

生
活
環
境
課 

　
課
長
　
肥
田
野
繁
晴 

　
補
佐
　
安
達
　
行
法 

税
務
財
政
課 

　
課
長
　
渋
谷
　
勘
市 

　
補
佐
　
細
貝
　
美
奈 

　
補
佐
　
中
村
　
忠
彦 

納
税
対
策
室 

　
室
長
　
長
谷
川
進
一 

町
民
課 

　
課
長
　
関
　
　
悦
男 

　
補
佐
　
宮
澤
　
誠
也 

保
健
福
祉
課 

　
課
長
　
伊
藤
　
雅
彦 

　
補
佐
　
佐
藤
　
順
治 

　
補
佐
　
瀬
高
　
英
輔 

町長　渡邊　廣吉 

副町長　二宮　正光 

総
合
計
画
・ 

企
画
調
整
・ 

地
域
政
策
・ 

情
報
政
策
・ 

国
際
交
流 

統
計
・
広
報
広
聴 

人
事
給
与
・
秘
書 

行
政
財
産
・
選
挙 

環
境
保
全
・
廃
棄
物 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
・
公
害 

消
防
防
災
・
防
犯 

交
通
安
全
・ 

公
共
交
通(

循
環
バ
ス)

町
民
税
・ 

固
定
資
産
税 

農
業
所
得
・ 

軽
自
動
車
税 

財
政
・
入
札 

納
税
対
策 

住
民
基
本
台
帳 

戸
籍 

国
民
年
金
・ 

老
人
保
健 

国
民
健
康
保
険 

介
護
保
険 

(

申
請･

給
付･

賦
課
徴
収)

予
防
検
診
・
献
血 

保
健
指
導 

介
護
予
防 

児
童
・
障
害
福
祉 

高
齢
者
福
祉
・ 

生
活
保
護 

医
療
費
助
成 

介
護
保
険（
認
定
）   

田
中
　
雅
義 

  

佐
久
間
雅
之 

（
広
域
連
合
へ
出
向
） 

志
賀
　
俊
明 

渡
辺
佳
津
志 

掘
　
　
市
郎 

手
島
　
英
子 

堀
　
千
恵
美 

肥
田
野
勝
弘 

伊
藤
　
雅
文 

御
小
柴
牧
子
※ 

萩
原
　
和
子
※ 

高
橋
　
　
淳 

小
野
　
芳
昭 

佐
藤
　
寧
久 

小
林
　
幸
宏 

佐
藤
　
和
美 

吉
田
　
将
人 

(

新
潟
県
か
ら
出
向)

田
村
　
　
治 

高
橋
　
誠
司 

宮
川
　
　
顕 

水
品
　
慶
美 

五
十
嵐
美
広 

宮
下
　
悦
志 

宮
下
　
　
毅 

宮
下
　
勝
敏 

渡
辺
　
広
彰 

高
松
　
光
志 

長
谷
川
善
博 

(

新
潟
市
か
ら
出
向)

渡
辺
　
孝
子 

高
橋
　
直
樹 

加
藤
　
義
勝 

大
沼
　
理
一 

山
田
　
　
孝 

飯
沼
　
正
志 

大
浦
　
暁
子 

高
橋
千
代
子 

山
田
　
睦
子
※ 

大
矢
　
宏
二 

長
谷
川
一
也 

小
林
　
和
浩 

斎
藤
　
　
滋 

渡
辺
　
郁
子
※ 

渡
辺
　
大
樹 

高
橋
　
由
紀
※ 

高
山
　
秀
子 

(

主
任
介
護
支
援
専 

門
員
・
社
会
福
祉 

協
議
会
か
ら
出
向) 

宮
下
美
知
子 

(

社
会
福
祉
士
・ 

社
会
福
祉
協
議 

会
か
ら
出
向)

小
林
め
ぐ
み 

斉
藤
　
桂
介 

勝
見
　
英
徳 

長
谷
川
　
恵 

宮
下
　
純
一 

諏
訪
　
靖
子 

斎
藤
　
大
輔 

(

新
潟
県
へ
出
向) 

冨
樫
　
　
正 

(

新
潟
市
へ
出
向) 

山
崎
　
　
諭 

(

厚
生
労
働
省
へ
出
向)

和
田
　
文
夫 

臼
井
　
　
茜
※ 

中
川
由
起
子 

(

管
理
栄
養
士) 

折
居
　
遼
太 

水
戸
部
可
奈
※ 

※
は
保
健
師 
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主
な
業
務 

 

係
長
・
主
幹 

　   

主
　
任 

　
　 

主
　
事
　
　
用
務
・
運
転
員 

学
校
教
育
課 

　
課
長
　
佐
久
間
正
樹 

　
参
事
　
三
間
　
　
強 

　
補
佐
　
高
橋
　
民
男 

学
校
給
食
共
同
調
理
場 

　
所
長
　
佐
久
間
正
樹 

　
　
　
（
兼
務
） 

蓮
潟
こ
ど
も
園 

　
園
長
　
諏
訪
と
し
子 

　
副
園
長  

蟹
井
　
明
子 

蓮
野
こ
ど
も
園 

　
園
長
　
井
上
　
弘
子 

　
副
園
長  

伊
藤
　
容
子 

亀
代
こ
ど
も
園 

　
園
長
　
頓
所
キ
ク
エ 

　
副
園
長 

佐
久
間
真
利
子 

社
会
教
育
課 

　
課
長
　
神
田
　
礼
輔 

　
参
事
　
中
村
　
耕
次 

図
書
館 

　
館
長
　
溝
口
　
秀
男 

聖籠町教育委員会 

教育長　坂口　眞生 

教
育
委
員
会
事
務 

就
園
・
就
学
事
務 

就
学
援
助 

育
英
資
金 

学
校
施
設
管
理 

学
校
給
食 

幼
児
教
育 

幼
児
教
育 

幼
児
教
育 

各
種
学
級
講
座
開
催 

ス
ポ
ー
ツ
振
興 

文
化
団
体
・ 

教
育
団
体
の 

育
成
支
援 

体
育
文
化
施
設
の
管
理 

文
化
会
館
事
業
運
営 

図
書
館
業
務 

中
村
　
政
雄 

西
脇
　
君
江 

小
林
　
芳
子 

石
崎
あ
さ
い 

中
村
　
一
見 

小
島
　
睦
子 

斎
藤
　
　
豊 

鈴
木
　
康
子 

  

高
橋
た
か
子 

（
聖
籠
中
学
校
勤
務
） 

  

佐
藤
　
　
寿 

  

新
保
千
寿
子 

  

平
野
　
俊
行 

（
亀
代
小
学
校
勤
務
） 

  

長
嶋
　
義
則 

（
聖
籠
中
学
校
勤
務
） 

 

加
藤
　
悦
子 

遠
藤
　
洋
子 

治
田
　
義
則 

渡
辺
真
由
美 

斉
藤
　
和
美 

渡
辺
　
恵
子 

山
下
　
聡
子 

 

高
橋
ル
リ
子 

村
田
い
ず
み 

中
山
　
美
紀 

  

肥
田
野
弘
美 

  

藤
田
　
正
之 

  

松
井
　
　
博 

（
社
会
教
育
主
事
） 

  

伊
藤
　
敏
幸 

  

宮
澤
　
孝
也 

  

松
井
　
智
子 

田
村
　
五
月 

渡
辺
　
栄
子 

  

手
島
け
い
子 

（
調
理
員
） 

高
橋
　
美
穂 

宮
下
あ
か
ね 

若
月
　
美
保 

渡
辺
美
奈
子 

桜
井
　
敦
史 

進
藤
　
綾
子 

阿
部
　
成
美 

伊
藤
　
由
美 

  

大
野
　
義
史 

（
社
会
教
育
主
事
） 

 

杉
沢
　
憲
雄 

高
橋
ト
キ
子 

小
林
　
義
彦 

二
宮
　
昌
平 

須
貝
　
敏
之 

※
は
看
護
師 

聖
籠
町
農
業
委
員
会 

　
会
長
　
吉
田
　
春
雄 

聖
籠
町
議
会 

　
議
長
　
高
松
　
春
雄 

農
業
委
員
会
事
務
局 

　
局
長  

西
脇
道
夫（
兼
務
） 

　
次
長
　
小
見
　
和
男 

農
業
者
年
金
・ 

農
業
経
営
支
援 

農
地
・
農
政
、 

農
地
基
本
台
帳 

宮
下
　
聡
司 

議
会
事
務
局 

　
局
長
　
渡
辺
　
幸
明 

議
会
事
務
・ 

監
査
委
員
事
務 

議
会
広
報 

中
山
　
久
人 

会
計
管
理
者 

会
計
室 

室
長 

中
野 

和
夫 

税
金
等
収
入 

収
入
支
払
業
務 

斎
藤
　
直
子 

昆
　
　
幸
恵 

渡
辺
　
新
吾 

上
下
水
道
課 

　
課
長
　
斎
藤
　
健
一 

　
参
事
　
斎
藤
　
常
雄 

下
水
道
整
備 

負
担
金
徴
収 

設
備
資
金
融
資 

上
水
道
事
業
の
運
営 

上
下
水
道
使
用
料 

の
賦
課
徴
収 

高
橋
　
正
尚 

風
間
　
一
美 

宮
澤
　
徳
正 

坂
上
　
功
子 

田
村
美
紀
子 

鈴
木
　
　
誠 

石
田
　
正
統 

稲
田
　
　
覚 

鈴
木
　
　
中 

児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ 

  

参
事
　
宮
下
喜
美
代 

聖
海
荘 

所
長 

  

伊
藤
　
雅
彦
（
兼
務
） 

国
保
診
療
所 

　
所
長
　
丸
山
　
貴
広 

　
事
務
次
長 

佐
藤
順
治（
兼
務
） 

診
療
・
事
務 

松
田
　
洋
子
※ 

大
沼
け
い
子
※ 

宮
澤
田
賀
子
※ 

小
野
　
広
子 

宮
村
美
紀
子
※ 

藤
井
　
友
美
※ 

聖
籠
こ
ど
も
園 

　
園
長
　
中
村
　
洋
子 

　
副
園
長  

治
田
ヨ
シ
ミ 

産
業
観
光
課 

　
課
長
　
西
脇
　
道
夫 

　
補
佐
　
渡
辺
　
俊
晴 

ふ
る
さ
と
整
備
課 

　
課
長
　
宮
嶋
　
　
栄 

　
補
佐
　
八
幡
　
　
裕 

　
補
佐
　
近
藤
　
隆
義 

国
体
推
進
室 

　
室
長
　
堀
　
　
富
雄 

保
育 

稲
作
果
樹
・ 

園
芸
振
興
・ 

農
業
金
融 

病
害
虫
防
除
・ 

農
業
共
済
・
漁
業 

林
業
・
商
工 

労
働
・
観
光 

土
地
改
良
・ 

パ
イ
ロ
ッ
ト 

町
道
整
備
・ 

国
県
事
業
・ 

都
市
計
画
・ 

開
発
行
為 

海
岸
、河
川
整
備 

建
築
確
認
・ 

国
土
調
査 

港
湾
・
公
園
管
理 

町
営
住
宅 

新
潟
国
体
開
催 

準
備
運
営 

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会 

開
催
準
備
運
営 

今
井
　
裕
子 

斎
藤
由
紀
子 

池
田
　
弘
幸 

高
橋
美
紀
夫 

神
田
　
幸
子 

地
主
　
浩
美 

泉
　
美
和
子 

斎
藤
み
ど
り 

(

看
護
師)

谷
澤
　
真
理 

高
橋
知
香
子 

(

栄
養
士) 

平
野
　
正
美 

平
野
　
敬
子 

萩
原
　
波
春 

宮
澤
　
徳
昭 

佐
藤
　
彰
徳 

佐
藤
　
伸
一 

小
林
　
　
稔 

神
田
　
和
典 

渡
辺
こ
ま
き 

高
橋
　
一
裕 

諏
江
　
忠
憲 

飯
田
　
一
雄 

天
野
　
秀
一 

大
沼
　
　
智 

臨
時
職
員 

臨
時
職
員 

臨
時
職
員 

山
倉
児
童
ク
ラ
ブ 

蓮
野
児
童
ク
ラ
ブ 

亀
代
児
童
ク
ラ
ブ 

亀
塚
児
童
館 

施
設
管
理
・
運
営   

臨
時
職
員 

   

松
本
　
　
望 

（
調
理
員
） 
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　蓮野集落での健康座談会に女性1名と40歳代～60歳代の男性14名の働き盛り年代が 
参加してくれました。 
　保健師の50歳男性訪問で得た実態や働き盛りの健診結果等の報告を真剣に聞き、自分 
自身のことも考えながら様々な声を出してくれました。 

   50歳男性訪問から 
・ 職場健診・町健診を受診している。 
・ 結果は妻にも内緒。 
・ 健診受けるのは、恥ずかしい。 
・ 何か病気が見つかったら怖いから受けな 
　 い。 
・ 自分はまだ大丈夫だから受けない。 

   50歳男性訪問から 
・ 今お酒をやめたらかえって病気になる。 
・ 不況・人事異動・上司と部下の板ばさみ 
　 等仕事上のストレス増加 
・ 仕事のストレス発散はアルコールしかな 
　 い！ 
・ 仕事休むの怖くて医者にもいけない。 
・ いつか自分も倒れるのでは？ 
・ せめて子どもが成人するまで元気でいた 
　 いよ 

 参加者の声 
蘆やっぱり病気が見つかったら怖いよう 
　な・・・なんというか・・・ 
蘆恥ずかしいとかで健診受けない人がい 
　るなんてびっくりした。自分を知るた 
　めには大切なことなのに・・・ 
蘆自分の健診結果はちゃんと見て把握し 
　ているよ。 

聖籠町50歳代男性の死因（平成8～18年） 

 平成17年度飲酒状況（40～59歳男性） 
総合健診アンケートより 

合計 
 58名 

その他 
27

がん 
19

心疾患心疾患 
6

心疾患 
6

脳血管疾患脳血管疾患 
6

脳血管疾患 
6

■ 毎日飲酒 
■ 毎日以外または 
　 飲まない 

亀代 
小学区 

蓮野 
小学区 

山倉 
小学区 

17人 17人 

27人 10人 

34人 2人 

0％　　  20％　　 40％　　  60％　　 80％　　100％ 
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心疾患 
6

脳血管疾患 
6

7 H19.5広報聖籠

 参加者の感想 
蘆ためになった。自分のこと考えなければ 
　と思った。 
蘆若いうちから取り組まなくちゃいけない 
　んだな・・・。 
蘆町の50歳男性訪問の報告を聞けてよか  
　った。人の考えが聞けて、自分も同じだ 
　と安心した。 
蘆肝機能のこと気になっていたので、今日 
　確認できてよかった。　 など 
 

 参加者の声 
蘆毎日欠かさず飲酒するよ。 
蘆飲まずにはいられない！ 
蘆夜勤でもあれば、休肝日作れるのに… 
蘆自分も血圧で受療中。わかっている 
　けど酒・タバコはやめられないんだ 
　・・・。 
蘆つまみはやっぱり油っこくてしょっ 
　ぱい物がいいなあ。 
蘆晩酌してもご飯は食べたほうがいい 
　の？ 
蘆学区によって食生活が違うのかな？ 
蘆野菜嫌いなんだ。娘が作ると食べる 
　けど。 
 

　4月に実施した基本健診の結果は、5月末までに保健師の訪問・郵送等で 

お返しします。結果に関するご相談は随時お受けします。 

　尚、胸部レントゲンは結果が出るまでさらに1か月かかります。結果は所 

見のあった方だけにご連絡します。 

　　　　　　お問い合わせ：保健福祉課　保健衛生係　蕁 27ー6511

　はじめは参加者も緊張して声を出しにく
いようでしたが徐々に盛り上がり、自分自
身の健康について少しでも考えるきっかけ
になってくれたのではないでしょうか。 
　これからも働き盛り年代だけでなく、女
性・高齢者のみなさん、様々な年代にもこ
の実態を伝え、自分・家族の健康について
考える機会を作っていく予定です。 
 
　　　お問い合わせ：保健福祉課　保健師 
　　　　　　　　　　　  蕁 27ー6511
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※年間の保険税額が確定しましたら、仮算定で納め足りない分については本算定で課税させていただきます。
（納めすぎがあった場合は、年間税額確定後にお返しさせていただきます。）

聖籠町国民健康保険では、１年間の国民健康保険税を５月から２月までの計10期※１で納めていただきます。
それぞれ、２週間程度の納期限が設けられており、５月を１期、６月を２期･･･と呼びます。
国民健康保険税の納期は、前半の「仮算定

かりさんてい

」と後半の「本算定
ほんさんてい

」とに分けられ、今回お送りするのは前半の第1
期から第３期までの分･･･つまり仮算定分となります。
※１ 年度途中での加入や喪失手続きがあった場合は、納期の回数が変わる場合もあります。

仮算定ってなぁに？
ポイント①

「仮算定の税額＝前年度国保税の10分の3」です
今年度の保険税率や、みなさんに申告していただいた所得や新年度の税率が確定す

るのは８月頃になります。そのため、今年度の保険税がいくらになるのかは現段階で
確定することができません。
そこで、前年度課税した国民健康保険税をもとに算定し、課税することとなります。

（所得や加入者の状況が変わらないものと仮定し、前年度国保税に近い税額を課税する
ためです。）
このことから、今回お送りする３期分の保険税額の計算は、平成18年度に課税され

た１年分の保険税額の10分の３となっています。（10分の１ずつ３回）

18年度国保未課税の世帯主に仮算定は届きません
仮算定は、ポイント①のように前年度の国保税をもとに計算するため、

前年度に国保税が課税されていない世帯主（４月以降に国保加入手続きを
した世帯や世帯主が変更となった世帯）には、「仮算定」の納税通知書は
届きません。
そのため、８月から国民健康保険税が課税されることとなります。

仮算定の額は、本算定まで変更になりません
「仮算定」の時期は、みなさんの所得が確定せず、今年度の保険

税額を確定できない段階です。所得の変更や、５月から７月までに
届け出た加入者数の増減は、８月「本算定」まで反映されません。
それまでの間「仮算定」の税額は変更にはなりません。

私は４月から国保に
加入したから･･･今
年は本算定の８月か
ら課税されることに
なるんだね。

私は６月に新しい保険証を
もらって手続きをしたんだ
けど･･･８月にならないと、
１年分の税額はまだわから
ないのね。

ポイント②

ポイント③

10分の310分の310分の310分の310分の310分の310分の310分の310分の310分の310分の310分の310分の310分の310分の310分の310分の3

平成19年度
国民健康保険税
（第1期～第3期）

平成18年度
国民健康保険税

4月　5月　6月　 7月　 8月　9月  10月  11月  12月　1月　2月　3月 
第１期　第２期　第３期　第４期　第５期　第６期　第７期　第８期　第９期　第10期 

年間の保険税が確定 

仮 算 定 本 算 定 

お問い合わせ　役場町民課保険係　　蕁 27－2111（内線116）
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６月４日から聖籠町に本籍のある方の戸
籍がコンピュータ化されることにより、戸
籍謄本は「全部事項証明書」に、戸籍抄本
は「個人事項証明書」にそれぞれ名称が変
更されます。
従来使用していた紙の戸籍は「平成改製

原戸籍」となり、そのデータは100年間保存
されます。
なお、コンピュータ化後の戸籍には、従

来の戸籍に記載されていた離婚などの一部
事項や、婚姻や死亡などにより、すでに除
籍されている人に関する事項が記載されま
せん。
これらの事項が必要なときは、「平成改製

原戸籍（交付手数料750円）」を交付申請し
ていただくことになります。
新しい戸籍の交付手数料は、これまでと

同様に各1通450円です。

戸籍のコンピュータ化に関するお問い合わせは・・・　
町民課町民サービス係　蕁 27－2111（内線111）
蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆

6月4日から
戸籍事務が
電算化されます

6月4日から
戸籍事務が
電算化されます

広報せいろう5月PDF  07.4.25 9:22 AM  ページ 9
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－屋外編②－
子どもの事故を防ごう！子どもの事故を防ごう！

Dr.丸の 元気だより vol. 9

聖
籠
町
国
保
診
療
所

所
長
　
丸
山
貴
広

子
ど
も
た
ち
は
、
友
達
も
で
き

て
新
し
い
環
境
に
慣
れ
て
き
た
頃

だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
前
回
に

引
き
続
き
、
子
ど
も
に
関
す
る
お

話
で
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
の
屋

外
の
危
険
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。

∧
家
の
外
の
危
険
物
∨

１．
指
つ
め
注
意
！

ク
ー
ラ
ー
の
屋
外
機
に
指
を
挟

む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の

い
る
ご
家
庭
で
は
、
屋
外
機
の
羽

が
見
え
る
部
分
に
指
が
入
ら
な
い

よ
う
網
な
ど
で
防
御
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
昨
年
、
屋
内
で
は
シ

ュ
レ
ッ
タ
ー
で
指
を
切
断
す
る
事

故
が
多
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
小

さ
な
子
ど
も
が
い
る
ご
家
庭
で

は
、
シ
ュ
レ
ッ
タ
ー
を
子
ど
も
が

使
え
な
い
よ
う
に
工
夫
が
必
要
で

す
。

２．
山
や
海
へ
・
・
・

こ
れ
か
ら
外
出
に
よ
い
季
節
に

な
り
ま
す
。
山
や
海
に
出
か
け
自

然
に
触
れ
合
う
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
を
た
く
ま
し
く
し
ま
す
。
し

か
し
、
登
山
や
水
泳
（
海
水
浴
、

プ
ー
ル
）
は
、
一
歩
誤
る
と
命
に

関
わ
る
大
惨
事
を
招
き
ま
す
。
他

の
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
海
や
山
へ

行
く
場
合
は
、
そ
の
子
ど
も
の
保

護
者
も
同
伴
さ
せ
て
行
く
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
で
す
。
良
か
れ
と

思
っ
て
他
人
の
お
子
さ
ん
を
連
れ

て
行
っ
て
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、

悲
惨
な
結
果
に
な
り
得
ま
す
。
保

護
者
同
士
気
心
知
れ
た
仲
で
も
十

分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

３．
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

子
ど
も
は
ベ
ル
ト
を
上
手
に
す

り
抜
け
て
シ
ー
ト
か
ら
脱
出
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
に
乗
せ
て
も
、
車
の
チ
ャ

イ
ル
ド
ロ
ッ
ク
（
内
側
か
ら
ド
ア

が
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
）
は
必
ず
か
け
て
下
さ
い
。
ま

た
、
パ
ワ
ー
ウ
ィ
ン
ド
の
電
源
も

切
り
、
子
ど
も
が
窓
ガ
ラ
ス
を
開

け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

４．
車
内
の
留
守
番

以
前
、
子
ど
も
を
車
内
に
長
時

間
お
い
て
パ
チ
ン
コ
を
し
て
い
る

最
中
に
、
子
ど
も
が
脱
水
・
熱
中

症
に
な
り
亡
く
な
る
事
故
が
よ
く

報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
天
気
が

よ
く
、
気
温
が
上
が
る
と
車
内
は

高
温
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
は
体
積
が
小
さ
く
、
脱
水
を
起

こ
し
や
す
い
の
で
す
。

５．
ぶ
ら
下
が
り

子
ど
も
は
大
人
の
腕
に
ぶ
ら
下

が
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
し
か

し
、
吊
り
輪
を
す
る
よ
う
に
子
ど

も
の
腕
を
引
っ
張
る
と
、
ひ
じ
の

関
節
で
亜
脱
臼
が
起
こ
り
、「
肘

内
障
」
に
な
り
ま
す
。
肘
内
障
を

起
こ
す
と
、
子
ど
も
は
痛
み
で
腕

が
動
か
せ
な
く
な
り
、
ダ
ラ
ン
と

腕
を
た
ら
し
ま
す
。
整
復
は
そ
れ

程
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
亜
脱

臼
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
２
歳
か
ら
４
歳

頃
に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

７
歳
以
上
に
な
る
と
関
節
も
成
長

し
亜
脱
臼
は
起
こ
し
に
く
く
な
り

ま
す
。
予
防
は
、
子
ど
も
の
腕
を

強
く
引
っ
張
ら
な
い
こ
と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
外
で
遊
ん
で

多
少
の
傷
を
作
る
こ
と
は
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
。
傷
が
泥
な
ど
で

汚
染
さ
れ
る
と
破
傷
風
に
か
か

る
こ
と
も
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

２
歳
ま
で
に
三
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
な
ど
で
免
疫
を
つ
け
て
お
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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平成19年

平成18年

増　減

7

7

0

0

0

0

10

10

0

21

25

－4

0

0

0

27

37

－10

発生
件数

死者数 傷者
発生
件数

死者数 傷者

3 月 1月～ 3月区分

年

交 通 
安 全 
交 通 
安 全 
vol.61

町の交通事故
発生状況

新
発
田
地
区
交
通
安
全
協
会
で

は
、
交
通
安
全
の
願
い
を
こ
め
て

毎
年
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
に

黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
受
取
っ

た
坂
口
教
育
長
は
「
反
射
材
も
つ

い
て
お
り
子
ど
も
た
ち
の
事
故
防

止
に
役
立
て
た
い
」
と
誓
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

運
転
者
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
カ

バ
ー
を
み
か
け
た
ら
一
時
停
止
や

徐
行
を
す
る
な
ど
、
思
い
や
り
の

あ
る
優
し
い
運
転
で
子
ど
も
た
ち

を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

自転車の安全な利用を
～自転車に乗るあなたもドライバーの仲間です～

５月は“自転車の安全利用促進月間”です。
自転車は、運転免許も必要なく手軽で便利、環境にもやさしい乗り物ですが、
交通ルールに対する誤った認識や、ルールを守らない危険な運転による交通事
故が発生しています。

交通安全に関することは
役場生活環境課

蕁27ー1962（直通）

交
通
安
全
指
導
員
に

鈴
木
　
孝
法
さ
ん（
尾
沢
ヶ
丘
）

交
通
安
全
教
育
や
啓
発
活
動
に

活
躍
す
る
交
通
安
全
指
導
員
に
尾

沢
ヶ
丘
の
鈴
木
孝
法
さ
ん
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

子
ど
も
の
交
通
事
故

防
止
を
願
っ
て

〜
新
１
年
生
に
黄
色
い

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
〜

思
い
や
る
心
で
運
転
春
の
道

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

5
／
11(

金)

〜
5
／
20(

日)

運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
　

防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

●
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

善
意
の
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

〜
交
通
事
故
の

な
い
町
を
願
っ
て
〜

㈱
聖
篭
タ
ク
シ
ー
（
代
表：

高

橋
高
一
様
）
か
ら
交
通
事
故
防

止
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄
付
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
減
少
傾
向
に
は
あ
る
と
は
い

え
、ま
だ
ま
だ
多
い
交
通
事
故
を
、

少
し
で
も
減
ら
す
た
め
事
故
防
止

活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

の
こ
と
。

寄
付
金
は
町
の
交
通
安
全
対
策

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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I N FORMAT ION

INFORMATION

I N FORMAT ION

お問い合わせ先 
町   役   場　　蕁27－2111 
町 民 会 館　　蕁27－2121 
図   書   館　　蕁27－6166 
保健福祉課（保健福祉センター内） 
　　　　　　　蕁27－6511 
診   療   所　　蕁27－1234

5 月 の 行 事

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

５
月

７
日
・
聖
山
大
学
入
学
式

９
日
・
聖
籠
町
自
衛
隊
協
力
会
　

総
会

13
日
・
新
発
田
駐
屯
地
創
設
54

周
年
記
念
式
典

14
日
・（
財
）新
潟
医
学
振
興
会

理
事
会

28
日
・
新
潟
県
市
町
村
振
興
協

会
理
事
会

・
青
少
年
育
成
聖
籠
町
民

会
議
総
会

29
日
・
聖
籠
町
自
衛
隊
父
兄
会

総
会

31
日
・（
社
）新
潟
県
防
犯
協
会

理
事
会
・
通
常
総
会

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター

苗
木
を
植
え
て

家
庭
の
緑
化
を
す
す
め
ま
し
ょ
う

〜
今
年
度
か
ら
苗
木
配
布
事
業
を
始
め
ま
し
た
〜

■
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
住
宅
（
一
戸
建
）
を
新
築
ま
た

は
購
入
し
た
方

・
新
し
い
家
族
の
誕
生
な
ど
が
あ

っ
た
方

・
家
庭
の
緑
化
を
推
進
す
る
方

※
家
庭
の
緑
化
を
推
進
す
る
場
合

は
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で

す
。

■
苗
木
の
本
数

町
指
定
の
苗
木
か
ら
１
回
の
お

申
し
込
み
に
つ
き
２
本
以
内
で

す
。

例
１
　
モ
ク
レ
ン
２
本

例
２
　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
１
本
・
マ
サ
　

キ
１
本

■
苗
木
の
種
類

モ
ク
レ
ン
・
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・
ヤ
　

マ
ボ
ウ
シ
・
サ
ル
ス
ベ
リ
・
ツ

バ
キ
・
サ
ザ
ン
カ
・
キ
ン
モ
ク

セ
イ
・
マ
サ
キ
・
ナ
ン
テ
ン
・

ク
ロ
マ
ツ

■
申
し
込
み
か
ら
苗
木
配
布
ま
で

の
例

・
お
子
様
の
誕
生
な
ど
で
苗
木
配

布
を
希
望
す
る
場
合

↓

・
役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課
へ
「
苗

木
申
込
書
」
を
提
出

↓
・
役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課
か
ら

「
苗
木
引
換
券
」
の
贈
呈

↓

・
「
苗
木
引
換
券
」
を
町
指
定
苗

木
取
扱
店
へ
持
参↓

・
町
指
定
苗
木
取
扱
店
か
ら
苗
木

を
受
け
取
り
、
庭
な
ど
に
植
え

る
。

種
類
に
よ
っ
て
は
、
お
取
り
寄

せ
に
お
時
間
を
い
た
だ
く
場
合
　

も
あ
り
ま
す
。

■
町
指
定
苗
木
取
扱
店

・
プ
ラ
ン
ト
４
聖
籠
店

蕁
３
２
｜
６
２
０
０

・
曽
根
建
㈱

蕁
２
７
｜
５
１
１
１

・
㈲
栗
原
緑
樹
園

蕁
２
７
｜
５
３
０
０

・
㈲
聖
光
園

蕁
２
７
｜
４
３
３
９

・
北
越
緑
化
㈱
聖
籠
営
業
所

蕁
２
７
｜
６
６
６
５

・
㈱
市
川
組

蕁
２
７
｜
７
７
６
４

・
㈱
丸
昭
工
務
店

蕁
２
７
｜
２
３
３
５

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課

蕁
２
７
｜
２
１
１
１

（
内
線
２
３
１
・
２
３
５
）

◆行政相談
８日（火）
役場総務課（内線２２３）

◆乳幼児健康診査・各種学級
○２歳児親子歯科検診
７日（月）午後1時15分～
○育児学級
８日（火）午後1時30分～
○マタニティーママの

リフレッシュ教室
15日（火）午前９時30分～
○３歳児健診
24日（木）午後1時15分～
○乳児健診
25日（金）午後1時15分～
◆各種予防接種
（受付は午後１時10分～）
○三種混合予防接種
８日（火）午後1時40分～
○三種混合予防接種
30日（水）午後1時40分～

町
で
は
町
内
の
家
庭
の
緑
化
を

す
す
め
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内

で
次
の
と
お
り
苗
木
の
配
布
を
行

い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
役
場
ふ
る
さ

と
整
備
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

◆心配ごと相談（要予約）
２日（水）16日（水）
◆弁護士相談（要予約）
31日（木）
町社会福祉協議会
蕁２７－６７６７
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3 月の届出 障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

を
実
施
し
ま
す

障
害
の
者
自
立
支
援
法
が
施
行

さ
れ
、
障
害
の
あ
る
方
が
自
立
し

た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
町
で

は
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

１
相
談
支
援
事
業

２
手
話
奉
仕
員
等
派
遣
事
業

３
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

４
移
動
支
援
事
業

５
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
　

業
及
び
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
機
能
強
化
事
業

６
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

７
更
生
訓
練
費
給
付
事
業

８
施
設
入
所
者
就
職
支
度
金
給

付
事
業

９
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

10
社
会
参
加
促
進
事
業

ア
自
動
車
運
転
免
許
取
得
助
成

事
業

イ
自
動
車
改
造
等
助
成
事
業

ウ
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
扶
助
事

業なお
、
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
保
健
福
祉
課
も
し
く
は
、
聖

籠
町
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
立
支
援
医
療
費
助
成
事
業

を
実
施
し
ま
す

平
成
19
年
４
月
か
ら
自
立
支
援

医
療
（
更
生
医
療
・
育
成
医
療
・

精
神
通
院
公
費
）
の
個
人
負
担
額

を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額
は
自
立
支
援
医
療
受
給

者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療
機

関
（
薬
局
も
含
む
）
に
支
払
っ
た

医
療
費
合
計
額
の
１
／
２
で
す
。

４
月
〜
７
月
分
は
８
月
に
支
給
し

ま
す
。

支
払
っ
た
医
療
費
の
証
明
と
し

て
、
領
収
書
も
し
く
は
自
立
支
援

医
療
費
自
己
負
担
額
管
理
票
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
紛
失
し

な
い
よ
う
大
切
に
保
管
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

町
保
健
福
祉
課
　
福
祉
係

蕁
２
７
｜
６
５
１
１

聖
籠
町
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
２
７
｜
８
８
０
６

障
害
者
対
策

赤ちゃん　　　 保護者　　 行政区

夢乃
ゆ の

ちゃん（宮下　和也）次第浜

空
そら

ちゃん（大澤　辰巳）蓮潟新田

奏
かな

大
た

ちゃん（遠藤　尚広）本大夫

歩夢
あゆむ

ちゃん（遠藤　尚広）本大夫

水都
み と

ちゃん（坂上　正俊）二本松

結心
ゆ な

ちゃん（八藤後 学）東　山

寿
かず

真
ま

ちゃん（伊藤　寛之）蓮　潟

健
けん

貢
ぐ

ちゃん（渡辺　貢史）桃　山

笑
しょう

ちゃん（小林　潤次）旭ヶ丘

げんきなよい子

幸せ多い人生を

新郎・新婦　　　　　　 行政区

伊　藤　大
たい

器
き

さん
（近藤） 由

ゆ

美
み

さん

山　田　裕
ゆう

司
じ

さん
（藤井） 綾

あや

子
こ

さん

松　　　彰
あきら

さん
（上野） 久

く

美
み

さん

橋　千
ち

秋
あき

さん
（松田） ヒロミさん

蓮潟新田

藤　 寄

亀　 塚

苔　 沼

｝
｝
｝
｝

氏　名　　　 年齢　　行政区

渡　辺　辰
たつ

作
さく

さん（90歳） 次第浜

神　田　一
かず

勇
ゆう

さん（61歳） 別　條

斎　藤　　　貢
みつぎ

さん（81歳） 八　幡

佐　藤　イ　トさん（94歳） 本諏訪山

太　田　フ　ユさん（95歳） 甚兵衛橋

高　橋　彦
ひこ

吉
きち

さん（80歳） 網代浜

土　田　　　勝
まさる

さん（69歳） 山大夫

ごめいふくをお祈りします

出 生

婚 姻

死 亡

（注１）届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２）略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

〈お詫びと訂正〉
広報せいろう４月号、21ページ２月の届出に

次のとおり誤りがありましたので訂正しお詫び
いたします。
げんきなよい子
誤：心

しん

理
り

ちゃん（近藤　智明）四ツ屋

正：心
しん

里
り

ちゃん（近藤　智明）四ツ屋

町民課　町民サービス係

入　札　結　果

件　　名　　　　 契約額（円） 業　者　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

納入完了日又は工事
（委託）期間最終日

特下工第1号
藤寄22号管渠整備工事

特下工第2号
藤寄32号管渠整備工事

公下工第1号
杉谷内755号管渠整備工事

公下工第2号
杉谷内874号管渠整備工事

公下工第4号
杉谷内748号管渠整備工事

公下工第5号
杉谷内725号管渠整備工事

公下工第3号
杉谷内825号管渠整備工事

特下工第3号
藤寄24号管渠整備工事

特下工第４号
藤寄10号管渠整備工事

公下工第６号
杉谷内752号管渠整備工事

73,500,000

84,000,000

28,665,000

27,090,000

39,900,000

14,700,000

29,925,000

34,125,000

17,220,000

9,292,500

丸運・丸昭
特定共同企業体

本間・曽根建
特定共同企業体

加賀田・市川
特定共同企業体

㈱岩村組
聖籠支店

㈱丸昭工務店

㈱聖路総合

㈱市川組

曽根建㈱

㈱丸昭工務店

㈱市川組

議会議決日から
260日間

議会議決日から
260日間

平成19年10月30日

平成19年10月28日

平成19年10月28日

平成19年8月14日

平成19年10月28日

平成19年11月28日

平成19年11月21日

平成19年10月22日

入札日　平成19年３月９日～３月26日

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ
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陸上自衛隊新発田駐屯地創設
54周年及び第30普通科連隊
創立45周年記念行事のお知らせ

■市中パレ－ド
５月12日(土）
午後２時～２時30分頃
新発田市本町交差点～中央町交差点
音楽隊を先頭に徒歩部隊と車両等が行進

■記念式典
５月13日(日）
午前10時～午後３時
新発田駐屯地
・内閲式
10：00～11：10
・訓練展示
11：10～12：00
・装備品展示及び体験試乗等
12：00～15：00

※天候等により内容を変更する場合があり
ます。
■駐車場
臨時駐車場（県立新発田病院跡地）をご利
用ください。
新発田駐屯地広報室

蕁２２－３１５１(内線２０６)

町制施行30周年記念事業

「陸上自衛隊第12音楽隊演奏会」

昨年10月にプレ事業として開催した海上自衛
隊横須賀音楽隊演奏会は大変好評で、多くの方
に演奏会を聞いていただきました。今年は、陸
上自衛隊第12音楽隊による演奏会を開催します。
音楽隊の迫力ある演奏をお楽しみください。

6月1日（金）
開演午後7時（開場午後6時30分）
聖籠町文化会館（町民会館内）

■演奏予定曲目
・行進曲「雷神」スーザ作曲
・蕾（つぼみ）コブクロ
・ジャパニーズ・グラフティ
～青島幸夫作品集～　　ほか

■入場料【無料】
入場には、入場整理券が必要になりますので

観賞ご希望の方は５月11日（金）より役場総務
課、町民会館窓口にて配布しています。（お一人
様４枚まで）
定員になり次第締め切ります。
役場総務課

蕁２７－２１１１（内線２２５）
聖籠町文化会館（町民会館）

蕁２７－２１２１

★理学療法士・作業療法士  
★介護支援専門員  
★支援相談員  
★看護師（正・准）  
★介護職  
★管理栄養士 
★厨房職員 

勤務地　　聖籠町大字次第浜（ウェルネスパーク聖籠地内）  
開設予定  20年6月　　就労予定 20年5月頃から  
　　　　　　　　　　（職種によっては早まる場合もあります）  
※随時、電話受理の上、追って説明会及び面接日をご連絡致します 

　　　〒956-0004　新潟市秋葉区大鹿５２２番地  
「ケアハウス真寿苑」内開設準備室　担当／石井・齋藤 

介護老人保健施設 

オープニングスタッフ募集 
正社員・パート 

オープニングスタッフ募集 
正社員・パート 

求人 求人 求人 求人 

【お問い合わせ先】 

職種 

統計調査にご協力ください
～平成19年商業統計調査が

行われます～

６月１日を調査日として、平成19年商業統計
調査が行われます。卸売業・小売業を営む全て
の事業所が対象となります。対象となる事業所
には、５月中旬から｢調査員証｣を携行した町の
統計調査員が伺います。
なお、提出された調査票に関しましては、統

計上の目的以外に使用されることはありません。
ご不明な点につきましては、下記担当までご連
絡ください。皆様のご理解とご協力をお願いし
ます。
役場総務課統計担当

蕁２７－２１１１（内線２２７）

陸上自衛隊新発田駐屯地創設
54周年及び第30普通科連隊
創立45周年記念行事のお知らせ

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ
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● 相談会日程 ●
開催日　　　　　　担当医師
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能登半島地震の
被災者救援のための
県民募金にご協力ください

３月25日に発生した能登半島地震によ
り、石川県では輪島市で１人の方が亡く
なられ、重軽傷者が200人以上、全壊住宅
が50棟以上、半壊、一部が壊れた住宅が
760棟以上などの被害が発生しています。
石川県の被災に際し、次のとおり義援

金を募ります。
みなさんの善意をお寄せください。

■募集期間
募集中～６月26日（火）まで
■募金方法
次の口座にお振込みください。

（同一銀行での振込手数料は無料）
口座名：第四銀行県庁支店　普通預金

口座　１２７５８０２
北越銀行県庁支店　普通預金
口座　２５４０８１
大光銀行新潟支店　普通預金
口座　３０１１２１６

能登半島地震新潟県民募金事務局
（県庁防災企画課内）

蕁０２５―２８０―５７５８
蕁０２５―２８０―５７１６

精
神
科
医
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
こ
こ
ろ
の
健
康
に

関
す
る
こ
と
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
相
談
会
開
催午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

新
発
田
地
域
振
興
局

新
発
田
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
　

環
境
部
　
地
域
保
健
課

担
当
　
鈴
木

蕁
０
２
５
４
―
２
６
―
９
１
３
３

5月3日は憲法記念日です

町では、「特設人権相談所」を次のと
おり開催します。
相談内容はいじめ、いやがらせ、体罰、
虐待などの心配ごとや困りごと、結婚、
離婚、金銭の賃借、保証等についてです。
相談は無料で、予約等の手続きも不要

です。秘密は固く守られます。

５月16日（水）午後１時～４時
聖籠町保健福祉センター

■相談員
人権擁護委員
役場　町民課町民サービス係

蕁２７―２１１１（内線１１２）

●当日必要なもの
①通知はがき：通知はがきが郵送されますので、そのはがきの　
おもてに押印して持参してください。

②料金：3,100円
（注射料金：2,550円・注射済票：550円）
※新たに犬を飼う場合は、登録手数料3,000円が加算されます。
注意：事故防止のため、犬を制御できる人が連れてきてくださ

い。飼い犬がすでに死亡している場合は、必ず役場へ届
出を行ってください。

役場生活環境課 蕁２７－１９６２（直通）

日時と会場

日　 時　　　時　　　間　　　　　会　　場

９時40分から10時40分　次第浜公民館

11時00分から11時30分　亀塚公会堂

13時10分から14時10分　網代浜会館

９時30分から10時30分　杉谷内公会堂

10時50分から11時30分　真野公会堂

13時10分から14時30分　防災倉庫（役場隣り）

５月21日（月）

５月22日（火）

平成19年
5 月23日(水)

6 月26日(火)

7 月24日(火)

8 月22日(水)

9 月25日(火)

10月23日(火)

11月21日(水)

12月11日(火)

平成20年
1 月23日(水)

2 月19日(火)

3 月12日(水)

小河原　克人 医師
(県立新発田病院)
鈴木　孝幸 医師
(すずき医院)
有田　要 医師
(有田病院)
小河原　克人 医師
(県立新発田病院)
鈴木　孝幸 医師
(すずき医院)
有田　要 医師
(有田病院)
小河原　克人 医師
(県立新発田病院)
鈴木　孝幸 医師
(すずき医院)
小河原　克人 医師
(県立新発田病院)
有田　要 医師
(有田病院)
小河原　克人 医師
(県立新発田病院)

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ
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付する方は、税負担の増加が先行します（平成
19年6月分から納付する町・県民税が増加し、
平成20年3月の確定申告時に納付する所得税が
減少します）。

※景気対策として実施されていた定率減税の廃
止や、皆さんの収入の増減など、別の要因に
より実際の負担額は変わりますので、ご留意
ください。

広報聖籠 H19.5 16

広報せいろう12月号（平成18年）でもお知ら
せしましたが、国から地方への税源移譲に伴い、
給料天引きにより町県民税を納付する場合（特
別徴収）、ほとんどの給与所得者の方は平成19
年1月から所得税が減っており、6月から町県民
税が増えることになります。税源の移し替えな
ので、所得税と住民税を合わせると負担額はこ
れまでと基本的に変わりません。(※下図参照)
なお、事業所得者等個人で町県民税を納付す

る場合（普通徴収）で確定申告時に所得税を納

税務財政課からのお知らせ
平成19年度の町・県民税が大きく変わります
――ほとんどの方は所得税が減り、町県民税が増えます――

5
月
は

軽
自
動
車
税
の

納
入
月
で
す

５
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納

入
月
（
納
期
限
は
５
月
31
日
）

で
す
。
納
期
限
後
に
納
入
し
た

場
合
は
、
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
限
ま
で

に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
入
に
は
確
実
で
納

め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
手

続
き
は
、
町
指
定
の
金
融
機
関

及
び
郵
便
局
の
窓
口
で
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※一定の条件を設定し算出したものです。（広報せいろう平成18年12月号参照）

詳しくは、税務財政課住民税担当へお問い合わせください。蕁 27－2111（内線１４５）

300万円

500万円

700万円

0

119,000

263,000

9,000

76,000

196,000

9,000

195,000

459,000

所得税 住民税　　　合計

税源移譲前（単位：円）

給与収入

0 円

0 円

0 円

0

59,500

165,500

9,000

135,500

293,500

9,000

195,000

459,000

所得税 住民税　　　合計

税源移譲後（単位：円） 負担

増減

●夫婦＋子供２人の場合（年額）

（税源移譲による税率変更と負担変動）

負担合計額は
同じ
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事業着手予定月　　　　事前協議締切
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地
域
振
興
の
支
援
を
目
的
に
今

年
度
も
皆
さ
ん
か
ら
の
事
業
要
望

を
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
今
ま
で
に
各
集

落
、
団
体
か
ら
地
域
の
振
興
を
目

的
に
「
お
祭
り
の
開
催
」、「
緑
化

運
動
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
、
そ
の
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

申
請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

次
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
参
加
、

集
落
で
の
実
践
等

●
広
報
紙
発
行
活
動

広
報
せ
い
ろ
う
の
集
落
版
発
行

◆
補
助
金
の
額

予
算
の
範
囲
内
で
次
の
要
件
に

基
づ
い
て
交
付
し
ま
す
。

・
一
団
体
30
万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。

・
対
象
事
業
経
費
の
３
分
の
２
を

限
度
と
し
ま
す
。

・
飲
食
代
は
総
事
業
費
の
20
％
以
　

内
を
対
象
事
業
費
と
し
ま
す
。

●
青
少
年
健
全
育
成
活
動

幼
・
保
育
園
児
・
小
・
中
・
高

校
生
に
よ
る
野
外
活
動
、
週
休
２

日
制
へ
の
対
応
事
業
等

●
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
活
動

啓
発
活
動
、
講
演
会
、
あ
い
さ

つ
運
動
等

●
伝
統
芸
能
の
保
存
伝
承
活
動

集
落
等
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
の

保
存
伝
承
の
た
め
の
活
動

●
健
康
増
進
活
動

健
康
管
理
器
具
等
の
整
備
、
各

種
教
室
・
講
演
会
の
開
催
等

●
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
山
登
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等

●
生
活
環
境
の
改
善
・
向
上
活
動

緑
化
運
動
、
道
路
清
掃
等

●
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

活
動防

災
等
訓
練
の
実
施
、
交
通
安

全
教
室
の
開
催
等

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

※
事
業
着
手
予
定
日
と
は
、
事
業

の
事
前
準
備
（
消
耗
品
の
購
入
な

ど
）
で
補
助
金
の
対
象
と
な
る
経

費
の
支
出
を
伴
う
最
初
の
日
を
い

い
ま
す
。

◆
予
算
の
状
況
に
よ
り
補
助
金
額

の
変
更
及
び
事
業
の
延
期
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場

総
務
課
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課
総
合
政
策
係

蕁
２
７
｜
２
１
１
１

（
内
線
２
２
７
）

◆
補
助
団
体

各
集
落
又
は
町
内
在
住
者
20
名

以
上
で
組
織
す
る
も
の
で
、
期
限

ま
で
に
活
動
事
業
を
申
請
し
、
承

認
さ
れ
た
団
体
（
各
年
度
に
申

請
・
承
認
）

◆
対
象
事
業

地
域
自
治
の
振
興
を
図
る
た
め

の
活
動
で
概
ね
次
の
よ
う
な
事
業

を
対
象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
他
の

補
助
金
の
対
象
と
な
る
事
業
、
宗

教
に
関
す
る
事
業
、
及
び
政
治
的

活
動
に
関
す
る
事
業
は
除
き
ま

す
。
ま
た
同
一
事
業
の
継
続
は
３

か
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
交
流
活
動

お
祭
り
、
運
動
会
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
、
農
業
体
験
等
（
他
地
域
と
の

交
流
を
含
む
）

●
福
祉
活
動

高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
・
弁
当

配
布
、
助
け
合
い
運
動
、
声
か
け

運
動
、
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
等

◆
事
前
協
議

申
請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

次
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
事
前
協

議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

４月・５月・６月

７月・８月・９月

10月・11月・12月

１月・２月・３月

計画決定後速やかに

５月８日まで

７月31日まで

10月15日まで
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ふ
る
さ
と
整
備
課

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
ま
し
　

た道
路
損
傷
な
ど
の
確
認
や
改
修

箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
た
め
の

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
４
月
10
日
火

曜
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
道
路
施
設

の
修
繕
や
改
善
を
図
り
、
道
路
交

通
の
円
滑
化
や
利
用
者
の
安
全
確

保
に
努
め
ま
す
。
町
内
の
幹
線
町

道
を
中
心
に
、
今
年
の
11
月
末
ま

で
毎
週
火
曜
日
に
定
期
的
に
実
施

し
ま
す
。
な
お
12
月
か
ら
翌
年
の

３
月
ま
で
は
、
降
雪
期
の
除
雪
パ

ト
ロ
ー
ル
と
し
て
主
要
目
的
を
変

え
て
実
施
し
、
年
間
を
通
し
て
町

道
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
月
９
日
（
月
）

●
登
校
時
に
お
け
る
街
頭
指
導
実
　

施新
学
期
を
迎
え
、
通
学
を
始
め

た
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事
故
防
止

を
目
的
に
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し

た
。

「
お
早
う
」
と
声
を
か
け
る
と
大

き
な
声
で「
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
返
事
を
返
す
子
ど
も
た
ち
。
交

通
事
故
は
こ
ん
な
元
気
な
子
ど
も

た
ち
の
夢
を
う
ば
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
悲
惨
な
交
通
事
故
が
一
件
で

も
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
23
日
（
金
）

●
第
３
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定

例
会
開
催

・
聖
籠
町
家
庭
・
地
域
教
育
審
議

会
委
員
の
委
嘱

・
聖
籠
町
立
小
・
中
学
校
の
各
学

校
ご
と
の
学
校
運
営
協
議
会
委

員
の
任
命

・
聖
籠
町
就
学
指
導
委
員
会
委

員
の
補
欠
委
員
の
委
嘱

・
聖
籠
町
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱

・
聖
籠
町
公
民
館
運
営
審
議
会
委

員
の
委
嘱

・
聖
籠
町
図
書
館
協
議
会
委
員

の
任
命

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
職
員
の
人
　

事
異
動
の
承
認

・
平
成
19
年
度
学
校
運
営
協
議
会

推
進
事
業
実
施
要
領
の
制
定

以
上
の
外
６
項
目
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
26
日
（
月
）

●
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
19
期
第

37
回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
　

譲
受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

所
有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
　

利
用
権
設
定
申
出
審
査
に
つ
い
て

以
上
の
外
２
項
目
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
環
境
課

学
校
教
育
課

農
業
委
員
会

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

道路パトロール ▲

▲ 街頭指導

街頭指導 ▲
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活動日：毎週金曜日（月３～４回）
時　間：午前10時～午後１時
場　所：結いハート　青少年交流センター
〈今年の活動内容〉
お花見・海水浴などを計画しています。
普段、子どもたちは広い体育館で自由に走ったり、おもちゃで楽
しく遊んだりしています。
ママたちも楽しいおしゃべりで情報交換を深めています。
～気軽に遊びに来てください！　待ってます!! ～

どんぐりの会・ぴよぴよクラブ・網代浜ぱんだクラブ
０・１・２・３ちゃん、みんな元気に楽しく遊ぼう！
気軽に足をはこんでね!!
みんなの意見を取り入れながら活動しています。
昨年の行事：お花見会・遠足・お話会・水遊び・お食事会・クリスマ
ス会など
日時：毎週木曜日　午前10時～
場所：亀塚児童館　蕁２７－２４７８

〈 サークルについてのお問い合わせ 〉
聖籠こども園内　

子育て支援すくすくサロンさくらんぼ 蕁27－3322

同じこども園・小学校に入園入学する友だちを見つけませんか？
時間のある方、たくさんお話しましょう。気軽にお出かけください。
お友だちできるといいな・・・
対象：蓮野小学校区の就学前の子どもとその保護者
日時：第３水曜日（月１回）

午前10時～11時30分
場所：蓮野集落開発センター
持物：おやつ・お茶・お子さんの着替えなど

★随時、入会を受け付けています。

ご近所で一緒に遊べるお友だちをつくりませんか？
子どもと一緒に遊んだりおしゃべりしたりしながら子
育てを楽しみましょう!!

＊ 蓮野育児サークル ＊

＊ 亀代地区育児サークル ＊

＊ ぐ～ちょきぱ～ ＊
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

で
サ
ッ
カ
ー
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
！

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
大
型

連
休
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ

ん
は
、
１
週
間
以
上
の
お
休
み
を

思
い
思
い
の
過
ご
し
方
で
楽
し
む

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
皆
さ
ん

に
ス
タ
ジ
ア
ム
で
サ
ッ
カ
ー
を
お

楽
し
み
い
た
だ
く
た
め
、
連
休
中

に
は
た
く
さ
ん
の
Ｊ
リ
ー
グ
公
式

戦
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

先
月
28
日
（
土
）
か
ら
今
月
12

日
（
土
）
ま
で
の
２
週
間
で
、
リ

ー
グ
戦
と
ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス
コ
カ

ッ
プ
を
あ
わ
せ
て
５
試
合
が
行
わ

れ
ま
す
。
新
潟
で
開
催
さ
れ
る
の

注
目
の
選
手

Ｍ
Ｆ
　
背
番
号
15

本
間
　
勲
　
選
手

か
つ
て
は
「
サ
ッ
カ
ー
不
毛

の
地
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
新
潟

に
お
い
て
、
優
秀
な
選
手
を
育

成
し
輩
出
す
る
こ
と
は
、
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
非
常

に
時
間
の
か
か
る
問
題
で
も
あ

り
ま
す
。
現
在
、
本
県
出
身
の

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
は
全
国
を

見
て
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
お
ら

ず
、
今
季
の
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
に
も
新
潟
生
ま
れ
の
選
手

は
２
名
し
か
在
籍
し
て
い
ま
せ

ん
。そ

の
う
ち
の
一
人
が
、
胎
内

市
（
旧
・
中
条
町
）
出
身
の
Ｍ

Ｆ
、
本
間
勲
選
手
で
す
。
中
学

を
卒
業
す
る
と
千
葉
県
の
習
志

野
高
に
進
ん
だ
本
間
選
手
は
、

2000
年
に
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

入
り
。
加
入
し
た
と
き
は
、
卓

越
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
攻
撃
を

演
出
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
プ
ロ
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
る
な
か
で
、

本
間
選
手
は
守
備
的
な
仕
事
を

こ
な
す
ボ
ラ
ン
チ
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
で
プ
レ
ー
す
る
よ
う
に
な
り

女
子
も
開
幕

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス
が
発
進

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
声
援
、
ご

支
援
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
女
子
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
は
、
昨
年

「
モ
ッ
ク
な
で
し
こ
リ
ー
グ
デ
ィ

ビ
ジ
ョ
ン
２
（
２
部
）」
で
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。今
シ
ー
ズ
ン
は
、

国
内
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
最
高
峰
で

あ
る
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
（
１
部
）

に
挑
戦
の
舞
台
を
移
し
ま
す
。
５

年
前
の
2002
年
に
、
北
信
越
女
子
サ

ッ
カ
ー
リ
ー
グ
か
ら
戦
い
を
始
め

た
レ
デ
ィ
ー
ス
に
と
っ
て
、
デ
ィ

ビ
ジ
ョ
ン
１
で
戦
う
こ
と
は
大
き

な
目
的
の
一
つ
で
し
た
。

そ
の
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
が
、
先

月
28
日
に
開
幕
。
開
幕
戦
は
敵
地

で
の
浦
和
レ
ッ
ズ
レ
デ
ィ
ー
ス
と

の
試
合
で
し
た
が
、
今
月
３
日
に

は
、
ホ
ー
ム
・
東
北
電
力
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
昨
年
の

リ
ー
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
日

テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
を
迎
え
ま
す
。

試
合
当
日
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
多

数
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
皆

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
念

願
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
に
な

っ
た
選
手
た
ち
の
気
迫
の
こ
も
っ

た
プ
レ
ー
を
、
ぜ
ひ
生
で
ご
覧
い

た
だ
き
、
温
か
い
ご
声
援
を
お
送

り
く
だ
さ
い
！

ま
し
た
。
経
験
を
つ
む
に
つ
れ

て
、
守
備
能
力
も
飛
躍
的
に
向

上
し
て
い
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
開
幕
か
ら
ス
タ
ー

テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
に
名
を
連

ね
ま
し
た
が
、
不
運
に
も
春
先

に
負
傷
に
遭
い
、
復
帰
ま
で
に

長
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
季
は
、
再
び
ス
タ
メ
ン

を
得
る
た
め
の
挑
戦
者
と
し
て

の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、

ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
で
チ
ャ
ン
ス

を
得
る
と
、
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
ア
ピ
ー
ル
。
リ
ー
グ
戦

で
も
先
発
出
場
し
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
リ
ー
グ
初
勝
利
に
も
大
き

な
貢
献
を
果
た
し
ま
し
た
。
プ

ロ
生
活
８
年
目
を
迎
え
た
今
季

は
、
更
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ

る
本
間
選
手
。
皆
さ
ん
も
ス
タ

ジ
ア
ム
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

際
は
、
温
か
い
ご
声
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

は
、
６
日
（
日
）
の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ

ー
レ
甲
府
と
の
一
戦
。
東
北
電
力

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
、
新
潟
（
＝
上
杉
謙
信
）
と
甲

府
（
＝
武
田
信
玄
）
が
激
突
す
る

「
川
中
島
ダ
ー
ビ
ー
」
を
お
見
逃

し
な
く
。

ま
た
、
過
密
日
程
の
な
か
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選
手
た
ち

は
、
連
休
中
も
休
ま
ず
練
習
し
て

い
ま
す
。
事
前
に
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
サ
イ
ト

「
モ
バ
イ
ル
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
」

で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
に
練
習
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
折
角
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
越

し
い
た
だ
く
皆
さ
ん
に
最
高
の
試

合
を
お
見
せ
し
て
、
勝
利
を
分
か

ち
合
う
べ
く
、
選
手
た
ち
は
真
剣

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

アルビレックス
新潟情報!!
アルビレックス
新潟情報!!

（
写
真
・
記
事
提
供

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）
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親
子
で
学
ぶ

３
月
18
日
（
日
）
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
体
育
館
に
お

い
て
「
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー

教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

教
室
は
、
同
校
が
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
「
学
び
ク
ラ
ブ
」
の
一
環

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
教
室
に
は
、
親
子
30

組
が
参
加
し
、
同
校
の
専
属
コ
ー

チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
学
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
題
し
た
９
つ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
親
子
コ
ン
ビ

で
、
足
で
ボ
ー
ル
を
止
め
た
り
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
た
り
と
い
う
内
容

で
し
た
が
、
さ
す
が
プ
ロ
の
コ
ー

チ
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
の
指
導

に
親
子
と
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
サ

地域に根ざした
学校を目指して

氏
に
講
演
会
な
ど
を
町
か
ら
打
診

し
て
お
り
、
そ
の
打
合
せ
な
ど
の

た
め
来
庁
さ
れ
た
も
の
で
、
釜
本

氏
か
ら
は
協
力
に
積
極
的
な
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
長
は
、町
の
特
産
品
や
施
設
、

３
月
議
会
で
「
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
っ
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

懇
談
後
、
国
体
女
子
サ
ッ
カ
ー

会
場
と
な
る
「
ス
ポ
ア
イ
ラ
ン
ド

聖
籠
」
や
町
民
会
館
な
ど
の
施
設

を
視
察
し
ま
し
た
。

３
月
23
日
（
金
）、
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
釜
本
邦
茂
副
会
長
と
同

協
会
の
沢
村
哲
郎
常
務
理
事
が
聖

籠
町
役
場
を
訪
れ
、
渡
邊
町
長
、

高
松
議
会
議
長
ら
と
懇
談
し
ま
し

た
。釜

本
氏
は
、
網
代
浜
の
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
設
立

に
か
か
わ
っ
て
お
り
以
前
に
も
聖

籠
町
へ
訪
れ
て
い
ま
す
が
役
場
へ

は
初
め
て
の
訪
問
と
な
り
ま
す
。

こ
の
度
の
訪
問
は
、
町
制
施
行

30
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
釜
本

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

釜
本
邦
茂
副
会
長

ッ
カ
ー
を
楽
し
み
爽
や
か
な
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

同
校
の
職
員
は
、「
地
域
に
少

し
で
も
貢
献
し
た
い
。
学
校
を
大

勢
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
開
催
し
ま
し
た
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

JAPANサッカーカレッジ

ＪＡＰＡＮサッカーカレッジでは、
新たな地域貢献活動として、地域に
根ざした「学びクラブ」をスタート
しています。キッズからシニア世代
まで、地域の皆さんに気軽に足を運
んでいただけるような講座を開設し
ています。
サッカーに限らず、パソコン講座、

トレーニング講座などカレッジの施
設を有効活用し、地域の皆さんと講
座を通じて健全な「学びのこころ」
を育んで行きたいと思っています。

「学び」で地域貢献！
JAPANサッカーカレッジ

蕁32－5357

「学びクラブ」コンセプト

｜
町
制
施
行
30
周
年
事
業
に
協
力
｜

▲ 役場で懇談

▲ スポアイランドを視察
（左から釜本副会長、渡邉町長、神田社会教育課長）
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若
さ
の
秘
訣
は

歌
う
こ
と

〜
コ
ー
ラ
ス
〜

お
め
で
と
う
証
書

も
ら
っ
た
よ
！

〜
お
楽
し
み
会
〜

３
月
15
日
（
木
）
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
老
人
ク
ラ
ブ
の

今
年
度
最
後
の
コ
ー
ラ
ス
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
成
さ
れ
て

今
年
で
丸
６
年
。
今
ま
で
で
百
曲
以
上
を
歌
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
日
は
、
今
ま
で
の
お
さ
ら
い
と
い
う
こ
と
で
20
曲
を

歌
い
上
げ
ま
し
た
。
講
師
の
宮
沢
さ
ん
は
結
成
当
時
か
ら
の

先
生
で
、
コ
ー
ラ
ス
部
の
こ
と
は
何
で
も
お
ま
か
せ
。
今
日

の
曲
も
宮
沢
先
生
が
選
曲
さ
れ
た
そ
う
で
す
。「
故
郷
」「
も

み
じ
」
な
ど
童
謡
は
子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
て
欲
し
い
。

そ
し
て
、
聖
籠
町
の
音
楽
祭
で
歌
っ
た
「
ど
こ
か
で
春
が
」

他
３
曲
は
、
何
度
も
練
習
を
し
た
歌
な
の
で
し
ょ
う
。
自
信

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
歌
声
で
し
た
。
宮
沢
先
生
の
ピ
ア
ノ
伴
奏

は
、
歌
声
を
消
す
こ
と
も
な
く
存
在
感
が
あ
り
さ
す
が
で
す
。

今
日
の
出
席
者
は
40
人
前
後
。
男
性
は
４
人
と
少
な
く
寂

し
い
の
で
は
？
と
会
長
の
堀
さ
ん
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
「
少

な
い
か
ら
輝
け
る
！
澄
ん
だ
女
性
の
声
に
、
低
い
男
性
の
声

は
い
い
も
の
だ
ろ
？
」
と
歌
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
中
に

は
、
上
着
を
脱
い
で
汗
を
流
し
な
が
ら
歌
っ
て
い
る
姿
に
、

若
さ
の
秘
訣
は
歌
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

木
の
正
面
・
・
・
？

穴
を
掘
り
、
肥
や
し
を
入
れ
、

木
を
置
き
ま
す
。

「
さ
て
、
木
の
正
面
は
ど
こ
か

な
？
」
と
聞
か
れ
て
、
一
人
の
生

徒
が
、「
つ
ぼ
み
が
あ
る
か
ら
、

こ
っ
ち
ー
」
と
指
差
し
ま
し
た
。

「
花
が
咲
く
と
、
そ
れ
も
き
れ
い

だ
け
ど
、
姿
を
よ
〜
く
見
て
い
る

と
、
正
面
が
わ
か
る
よ
！
」
と
地

域
の
方
が
親
切
に
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
全
員
で
な
る
ほ
ど
な
ぁ

と
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

日
常
、
木
を
植
え
る
と
い
う
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

「
木
の
正
面
」
の
話
を
聞
き
、
こ

れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
木
を
見
た

時
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
・
・
・
。

久
々
に
春
ら
し
い
日
差
し
の
差
し
込
ん
だ
３
月
10
日（
土
）、

聖
籠
こ
ど
も
園
で
２
歳
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
方
を
対

象
に
、「
お
た
の
し
み
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
た
の
し
み
会
は
、
今
年
初
め
て
行
な
わ
れ
た
も
の

で
、
今
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
た
卒
園
式
の
代
わ
り
に
、
４
月

か
ら
地
域
の
こ
ど
も
園
へ
通
う
こ
と
に
な
る
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
一
つ
の
区
切
り
に
な
れ
ば
…
と
い
う
こ
と
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
保
護
者
の
方
に
も
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
と
土
曜
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
保
護

者
の
方
が
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
卒
園
証
書
な
ら
ぬ
「
お
め
で
と

う
証
書
」
が
送
ら
れ
た
り
、
親
子
で
し
っ
ぽ
取
り
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
と
、
お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
方
も
と
て

も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
も
「
と

て
も
楽
し
い
会
で
し
た
。
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
証

書
を
い
た
だ
い
た
り
と
、
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
春
か
ら
地
域
の
こ
ど
も
園
に
通
う
こ
と
に
な
る
の
で
少

し
さ
み
し
い
け
れ
ど
…
。」

と
、
お
む
つ
も
取
れ
な
い
頃

か
ら
ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
こ
ど
も
園
を
懐
か
し

む
様
子
も
あ
り
ま
し
た
。

春
か
ら
は
地
区
の
こ
ど
も

園
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど

も
た
ち
で
す
か
ら
、
新
し
い

お
友
だ
ち
が
す
ぐ
に
た
く
さ

ん
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

若
さ
の
秘
訣
は

歌
う
こ
と

お
め
で
と
う
証
書

も
ら
っ
た
よ
！

老人クラブ
連　合　会
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３
月
23
日
（
金
）、
聖
中
終
業
式
の

日
、
み
ら
い
の
た
ね
ジ
ュ
ニ
ア
と
地

域
の
方
々
で
交
流
棟
玄
関
前
に
花
が

咲
く
低
木
を
植
え
ま
し
た
。
幸
柳
や

椿
な
ど
20
本
。
中
学
校
に
訪
れ
る
人

が
喜
ん
で
く
れ
れ
ば
と
皆
で
力
を
合

わ
せ
ま
し
た
。

入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

み
ら
い
の
た
ね
「
野
の
花
サ
ー
ク

ル
」
は
、
卒
業
式
に
引
き
続
き
、
入

学
式
も
野
の
花
で
会
場
を
演
出
し
ま

し
た
。
春
の
花
を
持
ち
寄
り
、
ガ
ラ

ス
の
コ
ッ
プ
や
家
で
眠
っ
て
い
る
器

な
ど
に
生
け
ま
す
。
野
に
咲
く
花
も

生
け
方
に
よ
っ
て
は
主
役
に
も
な
る

の
で
す
ね
。

聖　籠
こども園

ばろひのなんみ

みらいの 
たね 

みらいの 
たね 

　
　

　
　
　

　　せいろう共育
ひ

ろ
ば

町　民 

ホームベース
から 
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蓮　野
こども園

蓮　潟
こども園

亀　代
こども園

大
き
い
組
さ
ん

あ
り
が
と
う
！

〜
お
め
で
と
う
会
〜

元
気
で
ね
！

あ
り
が
と
う
！

〜
4
歳
児
主
催
あ
り
が
と
う
会
〜

か
っ
こ
い
い

一
年
生
に
な
っ
て
ね
！

〜
あ
り
が
と
う
会
〜

３
月
に
入
り
、
雪
の
降
る
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
お
め
で

と
う
会
が
行
わ
れ
た
３
月
９
日
（
金
）
は
、
ま
る
で
大
き
い

組
さ
ん
の
卒
園
を
祝
う
よ
う
に
、
お
日
さ
ま
が
顔
を
出
し
、

青
空
が
広
が
り
ま
し
た
。
入
園
当
初
は
あ
ん
な
に
小
さ
か
っ

た
子
た
ち
が
、
今
で
は
こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
、
も
う
１
年

生
。
先
生
方
の
中
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
知
っ
て
い
る

と
い
う
子
も
何
人
か
い
て
、
ま
る
で
わ
が
子
の
成
長
を
喜
ぶ

か
の
よ
う
に
、
感
慨
深
げ
な
先
生
た
ち
で
す
。

在
園
児
た
ち
が
大
き
い
組
さ
ん
と
遊
ぶ
の
は
、
こ
の
日
が

実
質
最
後
で
す
。「
誕
生
月
の
う
た
」
で
は
、
全
園
児
、
先
生

方
、
見
学
の
お
う
ち
の
方
た
ち
も
交
え
、
自
分
の
誕
生
月
の

歌
が
始
ま
っ
た
ら
輪
に
な
っ
て
ス
キ
ッ
プ
！
ど
の
顔
も
ニ
コ

ニ
コ
、
花
が
咲
い
た
よ
う
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
す
。

次
は
全
園
児
を
縦
割
り
に
し
、
三
人
一
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
「
ア
イ
ア
イ
」
の
歌
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
。
お
さ
る
さ
ん

ら
し
い
振
り
が
と
て
も
か
わ
い
く
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
先

生
と
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
ち
び
ま
る
子

ち
ゃ
ん
の
寸
劇
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
「
あ
ら
ら
の
呪
文
」

の
ダ
ン
ス
で
し
た
。

最
後
に
年
少
、
年
中
組
さ
ん

が
心
を
込
め
て
作
っ
た
手
作
り

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
す
。
年

少
さ
ん
は
小
物
入
れ
、
年
中
さ

ん
は
鉛
筆
立
て
、
ど
ち
ら
も
一

年
生
に
な
っ
て
か
ら
使
う
機
会

が
増
え
そ
う
で
す
ね
。

大
き
い
組
さ
ん
、
係
り
の
仕

事
や
小
さ
い
子
た
ち
の
お
世
話
、

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
！

３
月
９
日
（
金
）、
蓮
潟
こ
ど
も
園
で
は
４
歳
児
主
催
の

「
あ
り
が
と
う
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
進
行
係
は
４
歳
児
で

す
。
最
初
に
五
歳
児
入
場
。
一
人
ひ
と
り
壇
上
に
あ
が
り
将

来
な
り
た
い
職
業
を
発
表
し
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
立
派
に

一
人
も
つ
ま
ず
く
こ
と
な
く
発
言
で
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き

保
護
者
の
最
初
の
涙
！

次
に
３
歳
児
か
ら
の
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
こ
め
た

「
春
が
き
た
ん
だ
」
を
か
わ
い
ら
し
い
振
り
付
き
の
歌
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
そ
し
て
４
歳
児
か
ら
「
一
年
生
お
め
で
と
う
」
の

歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
大
き
な
声
で
こ
れ
か
ら
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
心
構
え
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
生
た
ち
か
ら
の
劇
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
年
少
か

ら
小
学
校
に
あ
が
る
ま
で
の
出
来
事
を
迫
真
の
演
技
で
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
初
め
て
バ
ス
に
乗
せ
る
と
き
、
小
学
校
へ

の
期
待
や
不
安
な
親
心
な
ど
を
思
い
２
回
目
の
涙
。

最
後
に
３
、
４
歳
児
か
ら
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
や
鉛
筆
立
て
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
、
五
歳
児
は
「
ぼ
く
た
ち
の
う
た
」
を

お
礼
に
歌
い
退
場
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
５
歳
児
担
任
か
ら

の
「
お
別
れ
は
寂
し
い
。
５
歳
児
を
も
つ
宿
命
で
す
」
と
の

あ
い
さ
つ
に
最
後
の
涙
。
年
長
さ
ん
卒
園
お
め
で
と
う
。

い
よ
い
よ
３
月
、
卒
園
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
３
月

９
日（
金
）、
亀
代
こ
ど
も
園
で
は
、
１
年
間
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
小
さ
な
園
児
た
ち
を
ま
と
め
頑
張
っ
た
年
長
さ
ん
に
感
謝

し
「
あ
り
が
と
う
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

心
を
込
め
て
歌
う
、
年
少
さ
ん
「
春
が
き
た
ん
だ
」
年
中

さ
ん
「
１
年
生
お
め
で
と
う
」
を
聞
く
と
、
も
う
す
ぐ
小
学

校
に
進
学
す
る
ウ
キ
ウ
キ
し
た
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
す
。
年

中
女
子
は
「
う
ま
く
歌
え
ま
し
た
」
と
に
っ
こ
り
で
す
。

ま
た
先
生
の
劇
「
白
雪
姫
」
で
は
、
衣
装
や
小
道
具
に
工

夫
が
見
ら
れ
演
技
が
光
り
ま
し
た
。
白
雪
姫
が
毒
り
ん
ご
を

も
ら
う
場
面
で
は
、
あ
ま
り
の
熱
演
ぶ
り
に
「
食
べ
な
い

で
！
」
と
大
声
で
叫
ぶ
園
児
達
の
声
が
響
き
ま
し
た
。

最
後
に
年
少
さ
ん
は
「
お
め
で
と
う
メ
ダ
ル
」
年
中
さ
ん

は
「
あ
り
が
と
う
冠
」
を
年
長
さ
ん
に
贈
っ
て
握
手
。
ど
ち

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
キ
ラ
キ
ラ
と
し
て
と
っ
て
も
素
敵
で
す
。

こ
の
会
の
司
会
や
会
食
の
準
備
は
年
中
さ
ん
が
担
当
で
す
。

先
生
の
話
を
聞
き
な
が
ら

積
極
的
に
動
く
姿
は
、
４

月
か
ら
年
長
組
に
な
る
自

覚
を
感
じ
ま
し
た
。

「
楽
し
か
っ
た
よ
」

「
た
く
さ
ん
お
め
で
と
う

と
言
わ
れ
て
嬉
し
か
っ

た
」
と
会
を
楽
し
ん
だ
年

長
さ
ん
。
ま
た
一
つ
、
楽

し
い
思
い
出
が
増
え
ま
し

た
ね
。

大
き
い
組
さ
ん

あ
り
が
と
う
！

元
気
で
ね
！

あ
り
が
と
う
！

か
っ
こ
い
い

一
年
生
に
な
っ
て
ね
！
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町の宝
で～す

3 月の
乳児健診から

た
ち
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
環

境
で
す
ね
」
と
町
の
印
象
を
語
り

ま
す
。

笑
顔
が
可
愛
い
勇
介
ち
ゃ
ん
は
、

好
奇
心
旺
盛
な
男
の
子
。
今
は
何

で
も
手
に
取
り
握
る
の
が
マ
イ
ブ

ー
ム
で
す
。
気
に
な
る
も
の
を
見

つ
け
て
は
得
意
の
は
い
は
い
を
駆

使
し
、
目
指
す
場
所
へ
と
猛
ダ
ッ

シ
ュ
。
目
が
離
せ
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
夜
泣
き
も
な
く
、
何
で

も
よ
く
食
べ
よ
く
眠
り
よ
く
動
く
、

と
て
も
健
康
的
な
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

元
気
一
杯
の
勇
介
ち
ゃ
ん
で
す

が
生
後
３
週
目
に
『
幽
門
狭
窄
症
』

を
発
症
。
急
遽
入
院
・
手
術
と
い

う
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

二
人
の
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ
る

磯
辺
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
サ
ー
ク

ル
が
多
く
、
親
同
士
・
子
ど
も
同

士
の
つ
な
が
り
が
も
て
ま
し
た
。

子
ど
も
の
社
会
性
を
育
て
る
た
め

に
参
加
し
ま
し
た
が
、
マ
マ
さ
ん

術
前
術
後
の
２
日
間
、
ミ
ル
ク
を

飲
め
な
い
勇
介
ち
ゃ
ん
を
見
守
る

の
は
と
て
も
辛
か
っ
た
と
話
す
磯

辺
さ
ん
で
す
が
、
ご
自
身
も
産
後

間
も
な
い
身
体
だ
っ
た
た
め
、
精

神
的
に
も
肉
体
的
に
も
一
番
苦
し

か
っ
た
時
期
と
当
時
を
振
り
返
り

ま
す
。

そ
ん
な
磯
辺
さ
ん
を
支
え
た
の

は
「
母
親
以
上
に
何
で
も
や
っ
て

く
れ
て
助
か
り
ま
す
」
と
お
っ
し

ゃ
る
ご
主
人
と
小
学
２
年
生
の
江

里
奈
さ
ん
で
す
。
勇
介
ち
ゃ
ん
は

面
倒
見
の
良
い
江
里
奈
さ
ん
が
大

好
き
。「
お
姉
ち
ゃ
ん
の
言
う
事
だ

け
は
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
ん
で
す
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
す
磯
辺
さ
ん
に
、

家
族
の
温
か
く
強
い
絆
を
感
じ
ま

す
。つ

か
ま
り
立
ち
も
始
ま
り
、
つ

た
い
歩
き
も
覚
え
始
め
た
勇
介
ち

ゃ
ん
。
お
姉
ち
ゃ
ん
と
手
を
つ
な

ぎ
、
一
緒
に
お
外
で
遊
べ
る
日
も

も
う
す
ぐ
で
す
ね
。
お
忙
し
い
中
、

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〜
3
月
の
乳
児
健
診
会
場
に
て
〜

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

投稿するときは
濃い鉛筆かペンで
書いてください。
（薄いものは掲載で
きません）名前は
必ず書いてくださ
い。（ペンネーム希
望の場合は名前の
横にペンネーム
『○○○』と書いて
ください。
1か月に一人1枚

だけ受け付けます。

元気に育ってね！
この写真は保健福祉センタ

ーで行われている乳児健診会

場で４か月健診対象乳児を撮

影しています。

藤井利乃亜
り の あ

ちゃん 桐澤　琉
る

衣
い

ちゃん

八幡　恋
れん

樺
か

ちゃん 小川　彩
あや

香
か

ちゃん

原　菜乃子
な の こ

ちゃん 丸山　実
み

優
ゆう

ちゃん

原　曜
よう

平
へい

ちゃん

磯辺万七美
ま な み

さん

（ひばりが丘）
勇
ゆう

介
すけ

ちゃん

（７か月）

はのちゃんさん 9歳 おのたいきさん 7歳

NEWSLOVEさん 12歳 すてぃっちさん 12歳
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地
域
の
火
災
等
の
災
害
を
防
ぐ

た
め
に
日
々
訓
練
を
積
み
、
私
た

ち
の
生
活
を
守
る
町
の
消
防
団
。

４
月
８
日
（
日
）
町
消
防
団
の

辞
令
交
付
式
が
行
な
わ
れ
、
平
成

19
年
度
の
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し

た
。辞

令
交
付
式
の
後
に
は
、
幹
部
、

広
域
消
防
の
指
導
の
も
と
、
新
班

長
、
新
入
団
員
を
対
象
に
教
育
訓

練
が
行
な
わ
れ
、
団
員
皆
が
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

※
空
気
が
乾
燥
し
た
状
態
が
続
き
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
、
家
庭
で
も
火

災
予
防
に
関
す
る
取
組
み
を
お

願
い
し
ま
す
。
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▲辞令交付式

▲教育訓練

平成19年度

聖籠町消防団幹部

団長

副団長

副団長

訓練部長

技術部長

第一分団分団長

第二分団分団長
（兼予防部長）

第三分団分団長

第四分団分団長

第一分団副分団長

第二分団副分団長

第三分団副分団長

第四分団副分団長

阿　部　孝　一

新　保　昇　英

田　淳　一

齋　藤　政　明

宮　下　　　誠

伊　藤　義　則

伊　藤　稔　明

加　藤　清　一

萩　原　美　好

阿　部　孝　平

高　橋　栄和男

平　　　守　蔵

大　越　克　志

（敬称略）

でんじゃらすじーさんさん 9歳 キラリンさん 9歳

あー仔さん 13歳 エジミウソンさん 13歳

ぜんさまさん 12歳 るたおさん 10歳

ドナルドさん 13歳 オバQさん 15歳

ノンタン！さん 11歳

ノンタンとタータンさん 11歳

カイリさん 12歳
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　町のこども園、小・中学校で入園、入学式 
が行われました。新入生のみなさんは、新し 
い出発を喜びいっぱいで迎えたことでしょう。 

聖籠こども園 

蓮野こども園 

蓮潟こども園 

亀代こども園 

亀代小学校 

山倉小学校 

蓮野小学校 

聖籠中学校 
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